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富山県立高岡高等学校

課題研究と活動中心の授業により
探究力、表現力を高める

1898（明治31）年、富山県高岡尋常中学校とし
て創立した。富山県第二中学校、富山県立高岡中
学校を経て、1953（昭和28）年に現校名に改称。
教育目標は「質実剛健」「自主自律」。2003（平
成15）年にＳＳＨの指定を受け、2011年に理数科
にかえ、人文社会科学科、理数科学科（探究科学
科）を設置。2014年にはＳＧＨの指定を受け、大
学や国連機関等と連携して、富山の地域研究と世
界への発信に力を入れている。部活動も盛んで陸
上競技部は全国大会の常連として知られるほか、
2014年には、かるた部、書道部が全国大会出場を
果たしている。

取り組みの背景

取り組みの詳細

身に付けたリーダーを育てることをねらいとして
いる。

2012（平成24）年には、文部科学省の「外部専
門機関と連携した英語指導力向上事業」（県内の
事業名は「とやまの高校グローバル人材育成促進
事業」）を受けて、授業改善や教材開発など英語
教育の改革にも取り組んできた。探究活動の推進
と英語指導の改善という二つの流れをうまく融合
し、2013（平成25）年、ＳＧＨに名乗りをあげ採
択された。

読む・書く・表す・話すゼミで
探究活動の基礎を身につける

2015.9 ベネッセコーポレーション 高校事業部

2014（平成26）年、高岡高校は県内で唯一ＳＧ
Ｈに指定された。背景にはここ数年、同校が力を
入れてきた探究活動、英語力向上等の実績がある。
同校では長らく、理数科１クラスで探究的な活

動を行ってきた。2011年、県の施策によって同校
と富山高校、富山中部高校の３校では、理数科に
かえ、人文社会科学科、理数科学科各１クラス
（合わせて探究科学科）が設置された。社会のグ
ローバル化、情報化の中にあって、主体的な探究
心や創造性を身に付けた生徒、チャレンジ精神や
知的好奇心、思考力・表現力、高い志や人間性を

基本情報：公立、共学、普通科・人文社会科学科・
理数科学科
規模：１学年約280名
主な進路：東京大10名、京都大11名、大阪大９名、
東北大６名など国公立大206名（2015年度入試）

高岡高校のＳＧＨは「幅広い教養と課題解決力
をそなえ、ふるさとに誇りと愛着を持ったグロー

バル・リーダーの育成」を目標としている。取り
組みの中心は探究科学科における課題研究である。
メインテーマは「きときと！ グローバル富山」。
“きときと”とは「新鮮で活きが良い」という意
味の富山弁。ふるさとの富山について、大学や博
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取り組みのポイント

●教科「情報」の時間を生かして探究力のベースを培う
●１年間の探究活動と海外研修により探究力、表現力を高める
●活動中心の授業により英語で議論できる力を育成



物館、国連機関など外部機関の力を借りながら、
文理を問わない幅広いテーマで探究活動を行い、
成果を世界に発信する。
１年生ではＴＫＲⅠ（Taka-Ko Research）とし

て、２年生から１年間をかけて行う課題研究の基
礎となる探究力と表現力を身につける（資料１）。
同校の言う探究力とは、探究活動を行うために必
要な課題設定力、仮説形成力、課題解決力、プレ
ゼンテーション力、コミュニケーション能力の総
称である。２単位の教科「情報」の時間を活用し、
少人数によるゼミ形式で、情報収集、分析、整理、
プレゼンテーションを実施する。
１学期は教科書に沿ってＰＣスキルやプレゼン

の方法を学び、２学期からはＴＫＲⅠαとして、
学校独自テキストに基づき、「読む」「書く」
「表す」「話す」の４つのゼミをローテーション
で受講する。
「読む」ゼミは、地歴公民の先生が担当するメ

ディア・リテラシーの講座で、新聞の社説の読み
比べなどを通じて分析的読解力を育成する。「書
く」ゼミは国語の先生の担当で、レポート、論文
の作成指導を行い論理的思考力、表現力の育成を
めざす。「表す」ゼミは、数学の先生がワード、
エクセルを使った表計算、グラフ、文書の作成と、
それらを使って分かりやすく表現する力を育成。
「話す」ゼミは英語担当の先生が、論理的で説得
力があり、かつ印象に残るプレゼンの仕方を教授
する。それぞれの教科に近い題材で実施すること
で、探究に必要なスキルを磨くと同時に教科学力
を高めるのもねらい。ゼミはクラスを２つに分け
て20人で１ゼミを作り、各教科２時間１コマ×３
回のローテーションで実施する。
αで身につけた技術を実地に活用していく時間

が、２年生の課題研究の予行演習である３学期の
ＴＫＲⅠβである。文理それぞれのテーマについ
て、各３時間を使って調査から探究、発表を行う
「ミニ課題探究」である。2014年までは人文社会
科学科、理数科学科とも、それぞれ先生が提示し
たいくつかのテーマの中から人文系、理数系の
テーマを一つずつ選んで探究活動に取り組んでき
た。人文社会科学科の生徒が理系の、理数科学科
の生徒が文系のテーマに取り組むことで視野を広
げるのがねらいだったが、それぞれ２コマ×３回
の授業で一定の成果を出すには時間が足りないこ
とから、2015年度からは文理いずれかにテーマに
絞って、６コマで１テーマを追究することになっ
ている。

大学教員や外部機関と連携して
探究活動の専門性を深める

グループ分けができると、それぞれ担当の先生
が１名ずつついて、ファシリテーターとして生徒
の議論を整理したり、研究の方向性についてアド
バイスしたりしながら活動をサポートしていく。
探究科学部長の越後喜紀先生は「生徒は研究の成
果にこだわりがちですが、それ以上に大切なのは
プロセスです。試行錯誤を繰り返しながら、きち
んと研究の手順を踏んで一つの考察に至ったので
あれば、その成果がたとえ稚拙であっても課題研
究として意義があると伝えています」と話す。
こうした議論を通して協働性を高めていくこと

も、同校の探究活動のねらいの１つだ。生徒はグ
ループ内で意見をぶつけ合い、担当教師のアドバ
イスも取り入れながら、役割分担の仕方や協働し
て物事を進めていく力を身につけていくのである。
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生徒がやりたいと思えるテーマで
研究へのモチベーションを高める

２年生の課題研究（ＴＫＲⅡ）は、グループで

１年間１つのテーマを追究する。主に「総合的な
学習の時間」などを利用して、週２時間実施して
いる。
テーマ選びは１年生３学期に始まる。人文社会

科学科は国語、地歴、公民、家庭など、理数科学
科は数学、物理、化学など、一般の教科・科目に
即したカテゴリーの中から１つを選び、生徒が各
自で研究テーマを考える。その上で２年生４月、
カテゴリーごとに生徒が集まってアイデアを共有
し１つのテーマを設定する。
１カテゴリーの人数が多い場合は１班３～５名

になるように班分けをし、それぞれ古代史と近代
史を研究するという風に、異なったテーマを追究
していく。2014年度は人文社会科学科が「民話か
ら探る富山」「雪と暮らす富山の魅力とは」、理
数科学科が「蜃気楼を科学する」「ボルボックス
の一生について」などのテーマが設定された。
テーマ設定が課題研究の面白いところでもあり、

難しいところでもあると、串田至人教頭は語る。
「単なる調べ学習で終わらせず、どこまで深めら
れるかが探究活動のポイントです。その成否は、
研究テーマの設定が左右します。テーマ設定はＳ
ＧＨのテーマに沿ったものにしてほしいという思
いはありますが、まずは生徒自身がやりたいと思
ったものに挑戦させるのが本校の方針です。身近
な疑問を膨らませることでモチベーションを高く
して、研究に取り組んでほしいと思っています」。



独自のルーブリックで
探究活動の成果を評価

２年生５月には、学科内で課題設定報告会が開
かれ、各グループの研究テーマや研究の進め方な
どを共有する。生徒同士でテーマ設定の妥当性や
研究の見通しについて意見や感想を述べ合い、テ
ーマや研究計画のブラッシュアップを図っていく。
研究は週２コマの課題研究の時間に進める。夏

季休暇中も自主的に集まって活動を進める熱心な
グループもある。７月にはＳＧＨとしての教育活
動の指導効果を測定する目的で、「グローバル・
リテラシー＆スキルテスト」を受験する。国際的
素養としての基礎的・汎用的能力や、グローバル
な社会問題に対する関心、態度をどの程度育むこ
とができているかを客観的に測定している。
課題研究によってどのような力がついているの

かを、生徒自身が把握するための独自のルーブリ
ックも作成している（資料２）。課題設定報告会
や中間発表会などの節目ごとに用意しており、生
徒自身の自己評価、他の生徒から見た他己評価で
行う。たとえば５月の課題設定報告会では、「研
究テーマの設定」「研究（実験、調査）計画」「
発表」の３観点について、レベル１～４の４段階
で評価した。どの観点を重視すべきかは教科特性
によって異なるため、各観点の配点は100点満点
になるようにグループ担当の先生が決める。
「生徒が自分自身の成長を実感したり、課題を

発見したりするためには、自分は今どこにいて、
次に何をすればいいのかということが一目でわか
るルーブリックが必要です。まだ始まったばかり
で、今後修正点が出てくると思いますが、先生方
や生徒の意見を聞きながら、活動内容や生徒の実
態に合ったものに改良していきたいと考えていま
す」（串田教頭）。

「本物」を体験させることで
社会的な視野の拡大を図る

探究科学科が課題研究とともに重視しているの
が、ＴＫＥ（Taka-Ko Experience）と呼ぶ体験学
習である。校内では得られない「本物」に触れる
ことで、豊かな人間性を育むのがねらいだ。１年
生に１泊２日で行う立山実習は、立山曼陀羅絵解
き体験や立山カルデラ砂防博物館の見学などを行
い、立山の文化や自然に触れる。１年生３学期の
科学探訪では、２泊３日で東京、茨城に赴き、茨
城県つくば市のＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構
）や東京大学地震研究所、東京証券取引所、東京
国立博物館などを訪問し、施設を見学したり同校
のＯＢと懇談会を開いたりする。活動は班別に行
い、訪問先へのアポ取りや行動計画の立案なども
生徒自ら行うことで、「行動力」を身につけるの
も取り組みのねらいである。
「座学の勉強だけでなく、知識や技術が実際に
どのように役立っているのかを体験的に学んでい
くことが探究科学科の醍醐味です。本物を目の当
たりにすることで、社会の課題を自分自身の問題
にひきつけて考え、答えのない問いや解決困難な
問題に取り組む意欲と姿勢を育みたいと考えてい
ます」と串田教頭は語る。
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中間発表でのアドバイスが
研究を飛躍的に向上させる

課題研究の中間発表会は10月上旬、文化祭の期
間中に在校生や保護者、中学生を前に、ポスター
セッション形式で行う。発展途上の研究というこ
ともあって、顧問の大学教員や校内の先生方から
厳しい質問が次々と飛ぶ。これらの質問やアドバ
イスをもとに、生徒たちはさらに研究を深めたり
軌道修正したりしながら、12月の最終発表会に向
けて研究内容のブラッシュアップを図っていく。
「最終発表までに飛躍的に研究レベルが向上する
グループが多い」と越後先生は語る。

12月の最終発表会は校内のホールで、探究科学
科の１年生、普通科の２年生の希望者、および保
護者や中学生を前に行う。その直後には、探究科
学科をもつ富山高校、富山中部高校と合同で発表
会を実施して１年間の課題研究は終了する。課題
研究を行った生徒からは「自分で課題を設定して
いく過程がこれほど楽しいものだということを初
めて知った」「課題発見、課題解決の方法を学ぶ
ことができ、今後の学習に活かしたいと思った」
といった感想が聞かれた。

さらに、各グループには顧問として富山大学の
教員各１名がつき、専門的な見地から生徒の相談
に応える。ただし、顧問はテーマ決定の前にすで
に決まっているため、担当するグループの研究
テーマについて専門的な知識を持っているとは限
らない。その場合は、研究手法や進め方、学術的
な妥当性、論文の深め方など学術研究の基盤にな
る考え方について指導してもらうよう依頼してい
る。
そのほか、北東アジアの海洋について研究、調

査を行うＮＯＷＰＡＰなどの国連機関、高岡市万
葉歴史館や高志の国文学館などの地元施設との連
携もあり、これらの外部機関から専門的なアドバ
イスを得ることも少なくない。



2012年に、文部科学省の「外部専門機関と連携
した英語指導力向上事業」の指定を受けて以来、
同校ではコミュニケーション能力の向上を図るた
めの授業改革や課外活動の充実に取り組んできた。
授業では教科書の内容理解にとどまらず、４技

能を総合的に伸ばすことを目標としている。特に
WritingとSpeakingの活動の割合を増やし、単に
教科書から答えを見つけ出すのではなく、自分の
意見を英語で述べられる活動を増やした。定期テ
ストも教科書の文章をそのまま出すのではなく、
同じようなテーマの初見の文章を読んでサマリー
を作らせたり、自分の意見や感想を書かせたりす
るなど、CAN‐DOリストに基づいて、どこまでス
キルが身についたのか、知識・技能をどのように
使えるかを測るものになっている。
英語ディベート大会にも参加し、グローバルな

社会問題について英語で討論するなど実践的な英
語力の向上を図っている。そのため英語表現Ⅰの
授業でミニ・ディベートや１分間スピーチを行い、
定期考査では３人１グループで４分間のディスカ
ッションを行わせるなど、授業での活動と学期末
のSpeakingテストがしっかりとリンクするように
している（資料３）。
さらに探究科学科では、インターネットのスカ

イプを使って海外の大学院生や企業人とグローバ
ルな問題やビジネスについて英語でディスカッシ
ョンする「インターネット交流体験」、富山大の
外国人教員や留学生、ＪＩＣＡの職員など外国語
を母語とする人々を招いて、富山を紹介したり、
国際関係論の講座を開催したりする「異文化理解
ワークショップ」を行うなど、学校に居ながらに
して海外の人々と交流する機会を数多く設けてい
る。

海外における異文化体験が
生徒の主体性を引き出す

探究科学科で２年生３月に実施している海外研
修も、生徒のコミュニケーション能力や表現力、
主体性を飛躍的に向上させている。
探究活動の一環として2014年度から始まった取

り組みで、アメリカの高校や大学などを訪問し、
高校生や大学生、社会人の前で課題研究の成果を
英語で発表する。参加者は両学科から40人を、志
望理由書や英語の自由英作文、英語の成績やＧＴ
ＥＣ for STUDENTSのスコアなどを総合して選抜
する。
生徒たちにとってハードルが高いのは、英語に

よる発表よりも、その後の質疑応答である。「シ
ンプルな言葉で相手に分かるように説明するには、
発言内容に対する深い理解がなければなりません。
語学力以前の問題として、話す内容がないとコミ
ュニケーションが取れないということを生徒たち
は痛感したと思います。うまくコミュニケーショ
ンがとれなかった、自分の英語が通用しなかった
といった失敗体験から、もっと勉強しなければい
けないという思いを抱いて帰国した生徒も少なく
なかったと思います」（越後先生）。
実際、研修に参加した生徒の成長は著しい。同

行した串田教頭は「わずか８日間でこれほど生徒
が変化した研修は初めて」と絶賛する。「グロー
バル・リーダーに必要な条件は何かというテーマ
で、英語によるディスカッションを行った際、生
徒たちが一斉に手を上げたのに驚かされました。
国際的な場では、自分から話さない限り発言の機
会はないということを、研修前から繰り返し伝え
てきたので、生徒たちも自覚をもって参加してく
れたのだと思います」。
日常の授業で質問すらしたことのない生徒が、

数日後には積極的に英語で発言していたのも先生
方を驚かせた。その生徒は帰国後も積極的に先生
とコミュニケーションをとるようになったという。
帰国後、海外研修の経験を他の生徒と共有する

ための場も設けている。研修に参加した生徒とし
なかった生徒、来年研修を受ける２年生の生徒が
縦割りで少人数グループをつくり体験の共有や質
疑応答を行う。人文社会科学科では実用的な英語
力を養う「英語ゼミ」という特別科目の中で実施
し、ディスカッションはすべて英語で行った。

校内の全学科、教科で
アクティブ・ラーニングを導入

同校では学科を問わず、すべての教科でアクテ
ィブ・ラーニングの導入を推進している。地歴で
は「統計データから何がわかるのか」という問い
について、従来なら生徒一人ひとりにあてて個人
でしゃべらせていたところを、生徒個人に考えさ
せたうえで３、４人の生徒とシェアして意見を述
べ合ったり、議論を深めたりするスタイルに改め
た。
「最初は進度の遅れを懸念していましたが、グ

ループでシェアしたり自分で表現したりすること
で知識の定着が良くなることがわかり、内容によ
っては、かえって効率的に授業が行えることが分
かりました」と越後先生は語る。友だちの発言に
対しては意見を言いやすいため、議論が発展する
というメリットもある。
もっとも、上位層を伸ばすにはアクティブ・ラ

4

活動主体の授業で
実践的な英語力を育成



取り組みの成果と今後に向けて

課題研究を通して、生徒の世界観が広がってい
ることが何よりの成果である。課題の設定から仮
説の形成、検証を通して課題の解決までの一連の
流れをやり切ったことに、生徒たちは自信を深め
ている。生徒の意欲や挑戦マインドも高く、難関
大の志望者も増えた。最後まで目標を落とさず志
望を貫き通す芯の強さも出てきた。
「プレゼンテーション能力が高まり、人前で話

すことが得意になった」など、探究活動における
議論や発表を通して自身の成長を実感する生徒、
「専門的な学問に興味を持っている生徒が多く、
中学ではできなかったハイレベルな会話ができる
」など、生徒同士で刺激をし合い切磋琢磨する雰
囲気も生まれている。
英語力については、１年生におけるＧＴＥＣの

スコアの伸びが毎年大きくなっており、指導が積

み上がっていることも多くの教師が実感している
ようだ。一方課題は、探究活動の評価方法を確立
することである。現在、ルーブリックの運用が始
まっているが、まだ改良の余地は多いという。
「そもそも探究力とは具体的にどのような力なの
か、まだ校内で統一的な見解を得られていない部
分もあります。どのような力を育てることが、生
徒の将来を開くことにつながるのか。先生方と議
論を繰り返しながら、より良い評価指標の確立に
努めていきたいと思っています」（串田教頭）。
もう１つの課題は、探究活動の普通科への波及

だ。探究力の育成が生徒の将来を開くのであれば、
その力をどのように普通科の生徒に身につけさせ
ていくのか。現行のカリキュラムの中で、どのよ
うに探究科学科のノウハウを普通科に広げていく
のかを校内で検討していく予定である。

5

ーニングだけでは難しいと串田教頭は述べる。
「上位層にとっては、他の生徒に教えることで自
分の理解度を確認できるメリットがあるのは確か
です。しかし、自分自身が新しい発見を得るため
には、アクティブ・ラーニングだけでは難しい面
もあります。学びには必ず孤独な側面があります。

私の英語の授業では、私自身も分からないような
高度な質問を『次の時間までに調べてきて』とさ
りげなく投げかけ、上位層を刺激するように心が
けています」。

お話を伺った越後喜紀先生お話を伺った串田至人教頭



6

【
資
料
１
】
Ｔ
Ｋ
Ｒ
テ
キ
ス
ト
（序
章
部
分
抜
粋
）



7



【資料２】課題研究（課題設定報告会）評価表
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